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(57)【要約】
【課題】半嵌合を防止することができ、かつ、耐用年数
及び取扱い性を向上させることができる小型の半嵌合防
止コネクタを提供する。
【解決手段】半嵌合防止コネクタ１０は、一方の端子２
５とロックアーム２７を有する一方のコネクタ２０と、
一方のコネクタ２０に嵌合した際にロックアーム２７の
ロック部２８が係止される係止部３８と他方の端子３５
を有する他方のコネクタ３０と、他方のコネクタ３０の
他方の端子３５の近傍に設けられ、両コネクタ２０，３
０の半嵌合時に一方のコネクタ２０を反嵌合方向Ｂに付
勢して両コネクタ２０，３０を離間させる弾性部材３９
と、を備え、両コネクタ２０，３０の半嵌合時に、ロッ
クアーム２７により弾性部材３９が押圧されて弾性変形
し、両コネクタ２０，３０の嵌合時に、弾性部材３９に
対するロックアーム２７による押圧が解除されて弾性部
材３９が元の状態に復元されるようにした。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一方の端子とロックアームを有する一方のコネクタと、
　前記一方のコネクタに嵌合した際に前記ロックアームのロック部が係止される係止部と
他方の端子を有する他方のコネクタと、
　前記他方のコネクタの他方の端子の近傍に設けられ、前記両コネクタの半嵌合時に前記
一方のコネクタを反嵌合方向に付勢して該両コネクタを離間させる弾性部材と、を備え、
　前記一方のコネクタのロックアームのロック部が前記他方のコネクタの係止部に係止さ
れるまでの前記両コネクタの半嵌合時に、前記ロックアームにより前記弾性部材が押圧さ
れて弾性変形し、
　前記一方のコネクタのロックアームのロック部が前記他方のコネクタの係止部に係止さ
れる前記両コネクタの嵌合時に、前記弾性部材に対する前記ロックアームによる押圧が解
除されて該弾性部材が元の状態に復元されるようにしたことを特徴とする半嵌合防止コネ
クタ。
【請求項２】
　請求項１記載の半嵌合防止コネクタであって、
　前記他方のコネクタの他方の端子と同軸上に前記弾性部材を設け、前記他方のコネクタ
の係止部の位置が前記弾性部材の復元位置としたことを特徴とする半嵌合防止コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、半嵌合防止機能を備えた半嵌合防止コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の半嵌合防止コネクタとして、図５と図６に示すものが知られている。この半嵌
合防止コネクタ１は、図５と図６に示すように、雌ハウジング３に雌端子４を有すると共
に、雌ハウジング３の外側に一対のロックアーム３ａ，３ａを有する雌コネクタ２と、雄
ハウジング６に雄端子７を有すると共に、雌コネクタ２に嵌合した際に、ロックアーム３
ａのロック突部３ｂが係止される係止凹部６ａを有する雄コネクタ５と、雄ハウジング６
の一対のバネ収容部６ｂ，６ｂ内にスライド自在に設けられ、雌コネクタ２の嵌合方向Ａ
に沿ってスライドする一対のスライド部材８，８と、雌，雄コネクタ２，５の半嵌合時に
スライド部材８を雌コネクタ２の反嵌合方向Ｂに付勢して雌，雄コネクタ２，５を離間さ
せる圧縮コイルバネ９と、を備えている。尚、図５及び図６中符号６ｃは、雄ハウジング
６のバネ収容部６ｂを覆うカバーである。
【０００３】
　そして、半嵌合（中途嵌合）を防止するために、雌，雄コネクタ２，５の嵌合時の挿入
力より圧縮コイルバネ９の反発力を強くすることで、雌コネクタ２のロックアーム３ａの
ロック突部３ｂと雄コネクタ５の係止凹部６ａとが係止するまで、雌コネクタ２が圧縮コ
イルバネ９の弾性力（復元力）により雌端子４と雄端子７が接触しない状態まで押し戻さ
れ、雌，雄コネクタ２，５の半嵌合において雌端子４と雄端子７が導通しないようになっ
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－１１１３９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前記従来の半嵌合防止コネクタ１では、コネクタ嵌合後に半嵌合防止用
の圧縮コイルバネ９に常時加重がかかるため、圧縮コイルばね９の耐用期間が短くなる。
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また、コネクタ離脱力（端子離脱力）以上のバネ強度が必要になるため、コネクタ挿入力
が大きくなって、取扱い性が悪くなると共に、バネが大きくなって、コネクタ全体が大型
化した。
【０００６】
　そこで、本発明は、前記した課題を解決すべくなされたものであり、半嵌合を防止する
ことができ、かつ、耐用年数及び取扱い性を向上させることができる小型の半嵌合防止コ
ネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、半嵌合を防止する機能を備えた半嵌合防止コネクタであって、一方の端子と
ロックアームを有する一方のコネクタと、前記一方のコネクタに嵌合した際に前記ロック
アームのロック部が係止される係止部と他方の端子を有する他方のコネクタと、前記他方
のコネクタの他方の端子の近傍に設けられ、前記両コネクタの半嵌合時に前記一方のコネ
クタを反嵌合方向に付勢して該両コネクタを離間させる弾性部材と、を備え、前記一方の
コネクタのロックアームのロック部が前記他方のコネクタの係止部に係止されるまでの前
記両コネクタの半嵌合時に、前記ロックアームにより前記弾性部材が押圧されて弾性変形
し、前記一方のコネクタのロックアームのロック部が前記他方のコネクタの係止部に係止
される前記両コネクタの嵌合時に、前記弾性部材に対する前記ロックアームによる押圧が
解除されて該弾性部材が元の状態に復元されるようにしたことを要旨とする。
【０００８】
　また、本発明の半嵌合防止コネクタは、前記他方のコネクタの他方の端子と同軸上に前
記弾性部材を設け、前記他方のコネクタの係止部の位置が前記弾性部材の復元位置とした
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、コネクタ嵌合後に弾性部材に荷重がかからないため、弾性部材の耐久
性が上がり、半嵌合防止コネクタの耐用年数を長くすることができる。また、端子離脱力
以上の弾性強度でよくなり、コネクタ挿入力を小さくすることが可能となるため、取扱い
性が良くなり、さらに、弾性部材を小さくすることができるため、コネクタ全体の小型化
を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の一実施形態の半嵌合防止コネクタの要部を断面で示す斜視図である。
【図２】上記半嵌合防止コネクタの嵌合前の状態を示す断面図である。
【図３】上記半嵌合防止コネクタの嵌合途中の状態を示す断面図である。
【図４】上記半嵌合防止コネクタの嵌合完了状態を示す断面図である。
【図５】従来の半嵌合防止コネクタの嵌合前の状態を示す説明図である。
【図６】上記従来の半嵌合防止コネクタの嵌合完了の状態を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明の一実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１２】
　図１は本発明の一実施形態の半嵌合防止コネクタの要部を断面で示す斜視図、図２は同
コネクタの嵌合前の状態を示す断面図、図３は同コネクタの嵌合途中の状態を示す断面図
、図４は同コネクタの嵌合完了状態を示す断面図である。
【００１３】
　図１～図４に示すように、半嵌合防止コネクタ１０は、硬質合成樹脂製の雌ハウジング
２１の円筒状のフード部２３内に一対の雌端子（一方の端子）２５，２５を有すると共に
、円筒状のフード部２３の上下部に一対のロックアーム２７，２７を延設する雌コネクタ
（一方のコネクタ）２０と、硬質合成樹脂製で円筒状の雄ハウジング３１の円板状の隔壁
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３２に一対の雄端子（他方の端子）３５，３５を有し、円筒状の雄ハウジング３１の内周
面３１ａの隔壁３２の前側の位置にロックアーム２７のロック突起（ロック部）２８が係
止・離脱される係止凹部（係止部）３８を有する雄コネクタ（他方のコネクタ）３０と、
雄ハウジング３１の隔壁３２に設けられた一対の雄端子３５，３５の同軸上に設けられ、
ロックアーム２７のロック突起２８が雄ハウジング３１の係止凹部３８に係止されるまで
の両コネクタ２０，３０の半嵌合時において、ロックアーム２７のロック突起２８に当接
した状態で雌ハウジング２１を反嵌合方向Ｂに付勢して両コネクタ２０，３０を離間させ
一対の圧縮コイルばね（弾性部材）３９，３９と、を備えている。
【００１４】
　雌コネクタ２０の円筒状の雌ハウジング２１と雌ハウジング２１より小径の円筒状のフ
ード部２３を仕切る円板状の隔壁２２の中央の上下部には、一対の円筒状の雌端子２５，
２５のフランジ状の基部２５ａ，２５ａを埋設してある。各雌端子２５の基端部２５ｂ，
２５ｂには電線２６が接続されている。
【００１５】
　また、雌ハウジング２１のフード部２３の上下部には、各一対のスリット２３ａ，２３
ａを形成してあり、この各一対のスリット２３ａ，２３ａ間には、先端にロック突起２８
を有した一対のロックアーム２７，２７を撓み変形自在に一体突出形成してある。この各
ロックアーム２７は、フード部２３の先端より雄ハウジング３１側に所定長さ延設してあ
り、そのロック突起２８は雄ハウジング３１の内周面３１ａをスライド（摺動）して係止
凹部３８に係止するようになっている。
【００１６】
　雄コネクタ３０の円筒状の雄ハウジング３１の後側に位置する円板状の隔壁３２の中央
の上下部には、雄端子３５と雄端子３５の基端部３５ｃに接続された電線３６と圧縮コイ
ルバネ３９を収容する前面が閉塞された円筒状のバネ収容部３３を隔壁３２を連通するよ
うに一体突出形成してある。
【００１７】
　上下一対の円筒状のバネ収容部３３，３３内には、各雄端子３５の円板フランジ状の基
部３５ｂがスライド（摺動）自在に設けてあり、各雄端子３５のピン状のタブ部３５ａは
各バネ収容部３３の前壁に形成された円形孔３３ａを貫通して外に露出している。また、
上下一対の円筒状のバネ収容部３３，３３の上下側には、各ロックアーム２７のロック突
起２８が挿入されて各雄端子３５の円板フランジ状の基部３５ｂが挿入されて押圧するた
めの開口部３３ｂをそれぞれ形成してある。さらに、各圧縮コイルばね３９内に各端子３
５の円板フランジ状の基部３５ｂと基端部３５ｃ及び電線３６の一部が貫通した状態で各
円筒状のバネ収容部３３内に各圧縮コイルバネ３９を収容してある。尚、各バネ収容部３
３の後端の開口部は、中央に円形孔３４ａを有したカバー３４により閉塞されている。
【００１８】
　そして、図３に示すように、雌コネクタ２０のロックアーム２７のロック突起２８が雄
コネクタ３０の雄ハウジング３１の内周面３１ａの係止凹部３８に係止されるまでの両コ
ネクタ２０，３０の半嵌合時には、ロックアーム２７のロック突起２８の先端で雄端子３
５の円板フランジ状の基部３５ｂを押圧して圧縮コイルバネ３９を圧縮変形させ、また、
図４に示すように、ロックアーム２７のロック突起２８が係止凹部３８に係止される両コ
ネクタ２０，３０の嵌合時に、圧縮コイルバネ３９に対するロックアーム２７のロック突
起２８による押圧が解除されて圧縮コイルバネ３９が元の状態に戻るようになっている。
即ち、雌コネクタ２０のロックアーム２７のロック突起２８が係止される雄コネクタ３０
の雄ハウジング３１の内周面３１ａの係止凹部３８の位置が圧縮コイルバネ３９が元の状
態に戻る復元位置となっている。
【００１９】
　また、雌，雄コネクタ２０，３０の半嵌合を防止するため、雌，雄コネクタ２０，３０
の嵌合時の挿入力より圧縮コイルバネ３９の反発力を強くすることにより、雌コネクタ２
０のロックアーム２７のロック突起２８が雄コネクタ３０の雄ハウジング３１の係止凹部
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３５が接触しない位置まで戻され、半嵌合による雌コネクタ２０の雌端子２５と雄コネク
タ３０の雄端子３５の導通を防止することができるようになっている。
【００２０】
　以上実施形態の半嵌合防止コネクタ１０によれば、図３に示すように、雌，雄コネクタ
２０，３０の半嵌合（中途嵌合）を防止するため、圧縮コイルバネ３９は、雌コネクタ２
０の雌端子２５と雄コネクタ３０の雄端子３５が離間する端子離脱力以上の反発力を持つ
ことにより、雌コネクタ２０のロックアーム２７のロック突起２８が雄コネクタ３０の雄
ハウジング３１の係止凹部３８に係止されるるまで、雌コネクタ２０は雌端子２５と雄コ
ネクタ３０の雄端子３５が接触しない状態まで押し戻され、半嵌合での導通が無くなる。
即ち、圧縮コイルバネ３０の反発力（復元力）により雄コネクタ３０に対して雌コネクタ
２０を反嵌合方向Ｂに付勢して雌，雄コネクタ２０，３０を離間させる。
【００２１】
　また、図４に示すように、完全嵌合状態では、雌コネクタ２０のロックアーム２７のロ
ック突起２８が雄コネクタ３０の雄ハウジング３１の係止凹部３８に係止されて収まるこ
とで、圧縮コイルバネ３９の反発力が解放され、圧縮コイルバネ３９に荷重（負荷）がか
からなくなる。
【００２２】
　このように、両コネクタ２０，３０の嵌合後に圧縮コイルバネ３９に荷重がかからない
ため、圧縮コイルバネ３９の耐久性が上がり、半嵌合防止コネクタ１０の耐用年数を長く
することができる。また、端子離脱力以上のバネ強度でよくなり、コネクタ挿入力を小さ
くすることが可能となるため、取扱い性が良くなり、さらに、圧縮コイルバネ３９を小さ
くすることができるため、コネクタ全体の小型化を図ることができる。
【００２３】
　尚、前記実施形態によれば、一対の雄端子に圧縮コイルバネをそれぞれ付けたが、一方
の雄端子にのみ圧縮コイルバネを付けても良い。また、ロックアームも一対ではなく、３
つ以上でも良く、ハウジングの形状も円筒状に限らず、矩形箱状等の形状でも良い。
【符号の説明】
【００２４】
　１０　半嵌合防止コネクタ
　２０　雌コネクタ（一方のコネクタ）
　２５　雌端子（一方の端子）
　２７　ロックアーム
　２８　ロック突起（ロック部）
　３０　雄コネクタ（他方のコネクタ）
　３５　雄端子（他方の端子）
　３８　係止凹部（係止部）
　３９　圧縮コイルバネ（弾性部材）
　Ｂ　反嵌合方向
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